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特集：超高齢者への心臓リハビリテーションの挑戦

高齢者に対する心臓リハビリテーション
Cardiac rehabilitation for the elderly

い ざ わかずひろ こばやしせ い み お が わ ま さ と ひ ら のやすゆき さ か いよしただ
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1．はじめに

我が国では，超高齢社会に伴って，高齢心疾患患者が増
加している１，２）．また，高齢心疾患患者は代謝性疾患，呼吸
器疾患，脳血管疾患などを併存していることも多く，更な
る身体機能・身体活動の低下により，日常生活の制限をも
余儀なくされる．ひいては，これらの患者は要介護状態に
も陥りやすくなることから，今後さらに発症後の要介護高
齢者の増加，社会保障給付費の増加も懸念される１，２）．よっ
て，本邦が抱えるこれらの課題解決の一つとして，包括的
心臓リハビリテーション（心リハ）の実施が重要となる．
心リハの効果はこれまでに多くの研究成果が報告されて
おり，心リハ施行後の身体機能や最高酸素摂取量の改善が，
その後の生命予後，生活の質の向上，そして再入院抑制な
どに寄与することが示されている３～６）．これらの効果を得る
ためには，個々の患者の年齢，性別，病態，併存などに合
わせた適切な身体機能・身体活動・運動耐容能などの評価３～８）

を行うとともに，FITT-VP（Frequency，Intensity，Time，
Type，Volume，Progression）３）を基本とした，客観的かつ
柔軟な運動処方がなされなければならい．つまり，私たち
は，ただ漠然と“運動を処方し，実践すればよい”という
わけではない．
本稿において私たちは，高齢者に対する心リハについて，
これまでの経験を踏まえ，簡潔に述べる．

2．運動処方の際に考慮すべき事項

①内科系疾患の併存
糖尿病を併存した心疾患患者は，非併存患者に比べ最高
酸素摂取量，膝伸展筋力，握力などの身体機能や身体活動
は低値を示す９～１３）．その一要因として，自律神経機能の低下
が関連する１０，１１）．また，入院期高齢心不全患者における日常
生活活動（ADL，activities of daily living）の指標である Func-
tional independence measure（FIM）は，腎機能障害の程度
により異なり，低腎機能例は高腎機能例に比し，ADLの改
善が遅延する１４）．さらに，高齢心不全患者では，入院前の歩
行能力に加え，腎機能の低下が入院期の心リハプログラム
進行における 30m歩行自立の可否に影響を与える１５）．一方，
慢性呼吸器疾患を併存する心不全患者は，非併存例に比べ，
入院前より身体機能（移動能力）は低く，また心不全増悪
による入院を契機とし，さらに身体機能は低下する１６）．
②栄養障害・認知機能低下の併存など
心不全患者のフレイル併存頻度は，19～40％１７）とされる．

心不全患者におけるフレイルは，1年間の死亡率，再入院に
関連する１８）．また，心臓血管外科術後せん妄がフレイルに関
連し，それらが退院後の主要心血管イベントの一要因とな
る１９）．
高齢心疾患患者におけるサルコぺニア群は非サルコぺニ
ア群に比し，握力，歩行速度，骨格筋量のみならず膝伸展
筋力や身体活動なども低い値を示す２０）．また，高齢心疾患男
性患者におけるサルコペニアの有無による身体活動のカッ
トオフ値は，1週間あたりの一日の平均歩数は，3551.8歩，
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図1 MCI と非MCI 群における再入院率の差異（ログランク検定，P＜
0.001）

平均運動消費エネルギーは，85.1kcalであった２０）．
高齢心疾患患者における Geriatric nutritional risk index

（GNRI）低値群は高値群に比し，握力，膝伸展筋力等の身
体機能および身体活動は，男女ともに低い値を示す２１，２２）．ま
た，待機的心臓外科術後患者における，術前の栄養状態の
高低は握力，膝伸展筋力，Short physical performance bat-
tery（SPPB），そして 6-minute walk testなどの身体機能の
みならず術後の集中治療室の滞在日数，在院日数，そして
歩行自立にも影響する２３）．さらに，オーラルヘルスも心疾患
患者のフレイル，栄養状態，そして在院日数に関連する２４，２５）．
一方，高齢心疾患患者における軽度認知障害（MCI，mild

cognitive impairment）を有する割合は 30%を超え，MCI
は ADLの低下の一つの要因となる２６，２７）．また，MCIは，高
齢心疾患患者における再入院にも影響する（図 1）２７）．
③入院時の要介護状況と ADL
高齢心不全患者における入院前の介護保険制度の要支援・
要介護状態により入院後の退院時歩行自立度は異なる（要
介護 1よりも 3のほうが歩行自立度は低下）２８）．また，高齢
心不全患者の 90日以内の再入院と退院時のmotor FIMには
関連があり２９），そのカットオフ値 74.5点は再入院を予測する
一指標となる．

3．運動処方と心リハ（運動療法）の有効性

①運動処方（FITT-VP）
運動処方は，FITT-VP３）が基本となる．しかし，特に高齢

患者では，あらかじめ設定された Frequency（頻度），Inten-
sity（強度），そして Time（時間）の全てにおいて必ずしも
適切に実践できるとは限らない．その際には，1日あたりの
「FIT」，すなわち運動の頻度・強度・時間の積であるVolume
（運動量）を考慮しつつ徐々に増加させることも一手法とな

る（例えば，低強度・低頻度・少ない時間（設定 30分の運
動➡10分の運動を 3回にわけて実施）より開始する）３）．ま
た，運動の種類（Type）も患者個々に合わせて実践する．
②心リハ（運動療法）の有効性
高齢者に限らないが，有酸素運動を主とした心リハの効
果に関するシステマティックレビュー・メタ解析では３，３０），
心リハ群は通常群に比べ，心臓死亡率 26％，再入院率 18％
それぞれ減少する３，３０）．また，心不全患者を対象とした報告
では，有酸素運動実施群は通常群に比べ，心血管イベント
による死亡または心不全入院発生率は 15％低値を示す３１）．
レジスタンス運動の有効性に関するシステマティックレ
ビュー・メタ解析において，冠動脈疾患患者を対象とした
報告では，レジスタンス運動を実施した群は非実施群に比
べ，筋力および運動耐容能は改善，心血管死亡率は 26％減
少，そして再入院率は 31％減少する３，３２，３３）．また，心不全患
者を対象とした報告では，有酸素運動とレジスタンス運動
とを組み合わせた群は対照群に比べ，最高酸素摂取量，筋
力，そして健康関連 Quality of life（QOL）は向上する３４）．
一方，後期回復期心リハの年齢による差異について，開
始時の最高酸素摂取量，膝伸展筋力および健康関連 QOL
は，高齢群（65歳以上）は壮年群（65歳未満）よりも低値
を示す．しかし，約 2か月間の心リハにより，それらは双
方ともに改善する３５）．

4．身体活動とセルフ・モニタリング法

慢性心不全患者の身体活動（1週間あたりの 1日の平均歩
数）の高低（カットオフ値 4889.4歩）は，生命予後の一要
因となる３６）．また，心不全患者における最高酸素摂取量と身
体活動には正相関があり，5 Metabolic equivalentsを上回る
ための身体活動（1週間あたりの 1日の平均歩数）のカット
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図2　身体活動（1週間あたりの1日の平均歩数）とSF-6Dの関連

オフ値は，壮年群，高齢群ともに約 6000歩である３７）．さら
に，慢性心不全患者の身体活動と健康効用値（HU，health
utility）の指標である Short form 6 dimension（SF-6D）は
関連する（図 2）３８）．
身体活動促進の一方策として，セルフ・モニタリング法
がある３９）．心疾患患者におけるセルフ・モニタリング法の有
効性に関するシステマティックレビュー・メタ解析３９）では，
心リハにおけるセルフ・モニタリング法の併用により，1
日当たりの平均歩数は 1916～3090歩（95％信頼区間）増加
する．

5．新型コロナウイルス感染症（COVID-19，
Coronavirus disease 2019）の影響とその対策

COVID-19による我が国ではじめての緊急事態宣言発出前
後で，外来心疾患患者における生活空間の移動性（LSA，
life-space assessment）と QOLの指標である the five-level
EuroQoL five-dimensional questionnaire（EQ-5D-5L）は顕
著に低下した．とくに，身体機能や身体活動を維持してい
た心疾患患者がより活動を控える傾向にあった４０）．
また，緊急事態宣言発出に伴う外来心リハの中断と外出
自粛は，高齢心疾患患者における虚弱のリスクをより高め
る一要因となった４１）．

COVID-19による感染症予防および蔓延防止も相まって，
国内外における遠隔リハが急速に普及しつつある４２）．アジア
に限定した在宅遠隔リハビリテーションに関するシステマ
ティックレビュー４２）では，在宅遠隔リハビリテーション（介
入完了率：平均 81±11％）は，従来のリハビリテーション
に比し，身体機能に対して同等以上の効果があった．遠隔

リハビリテーションは，従来のリハビリテーションに匹敵
する効果を実現できる可能性があり，リハビリテーション
サービス提供の新たな戦略となる．

6．おわりに

本稿では，主に高齢者に対する心リハに焦点を定め概括
した．身体機能，身体活動，ADLなどをみても，それらは
患者の QOLや予後に少なからず影響を与える．私たちは，
入院中の患者のみに着目するのではなく，患者の退院後の
個々の生活・環境なども想定し，適切に見極めていく必要
がある．
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